
ＪＡグループでは、原料の確保・製品の供給に努めます

2021年10月より中国が肥料原料の輸出規制を継続している
ことから、国内での肥料原料調達も困難になりつつあります

穀物需要の上昇などから、肥料の需要が高まっており、
世界的に肥料原料の価格が大幅に上昇しています

海外情勢の影響により
国内の肥料価格が値上がりしています

出典：財務省「貿易統計」
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日本の肥料原料の輸入先割合

１．中国に依存する肥料原料の仕入れ先を他国へ変更し、予約いただいた商品の
安定供給に努めます。

２．春肥期間（11月～5月）内での期中値上げをせざるを得ない状況ですが、JA
グループ独自の取組である「肥料協同購入積立金」の取崩しを行い、令和4年
1月に取り纏めた水稲・園芸予約肥料の5月末までの予約価格を維持します。
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※肥料をご予約いただいた場合でも、情勢により、納品時期の調整などのご依頼をさせていただく場合があり
ます。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力いただきますようお願いします。
また、ご不明な点等がございましたら、最寄りの営農経済センターへお問い合わせ下さい。


